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　本学 の 公開講座 は，平成 9年度の 初めて の 開催以来毎年開催 され，平成 14年度で 6年目に な る．平

成 14年度 は，生 涯学習事業 へ の 拡 大 ・
発 展 の 可 能 性 を探 る た め に，コ ン ピ ュ

ー
タ講座 に 限 らず さま

ざまな内容 の 公開講座を開催 した，コ ン ピ ュ
ー

タ講座につ い て も，前年度まで の 初心者向け の パ ソ

コ ン 講座よ り一段 上級の 「デジ タ ル カ メ ラ と画像」「表計算入 門一家計簿をつ くろ う
一

」「ホ
ー

ム ペ ー

ジ作成入 門1 の 3講座を開催 し た，それ ら3講座 の 内容，受講者 の 特徴，問題点 と今後 の 課題 に っ い

て 報告す る．講座終了時に受講者に 対 し て 行っ た ア ン ケー トの 結果 に つ い て も報告する，公開講座

の 結果 と ア ン ケ
ートの 結果 を も と に本学の 公 開講座を総括 し ， 今後 の 課題 と展望を述 べ る．

キー
ワ
ー

ド ： コ ン ピ ュ
ータ講座，　 公 開講座 ，　 生涯教育

　　　　　　Computer　LiteraCy　Course，　ex もension 　course ，　lifelong　education

1 ．は じめ に

　平成 14年度 の 本学公開講座 で は ， 生涯学習事業への

拡大 ・発展 の 可能性を探る た め に，パ ソ コ ン 講座，語

学講座 ，人文系 ・社会系の講座を複数開催 した．そ の

中 で市民 との 交流を 目的 に 平成9年度か ら先駆的に は

じ め られ た パ ソ コ ン 講座は 6回を数え る こ とに なっ た．

さらに 平成 13年度か らは，文部科学省主催 の IT 講習

会 も全国で 開か れ る こ とにな り，本学も委託 と い う形

で IT 講習会を開催した．この IT 講習会 で は，本学

で 続け て きたパ ソ コ ン 講座 に比 べ ，受講者層 に 変化 が

生 じて きた と考え られ る，ロ
ー

マ 字対応表 を見 つ つ 入

力 を行っ て い る受講者に 混 じ り， 何人 か の 受講者 は 講

師の すべ て の 指示 が 簡単に こ なせ て しま っ て退屈そ う

で あっ た．公 開講座 を 開催す る に あた り，大学 と して

どの よ うなテ
ー

マ を提供 で きるか が 重要な課題で あ り，

そ の テ
ー

マ は 時代 と と も に変化 を し て い くも の で あ る．

以下 で は対象 をパ ソ コ ン 講座に しぼ り論 じ る．

　平成 13年度 の IT 講習会で の 受講者 の 様子 から，パ

ソ コ ン 初心者 コ
ース だけで なく，もう少 し進ん だ 中級

者 の ための コ
ー

ス を作 る 必要性 が あると考えられ る，

そ こ で 平成 14年度は ，13年度と 同様 IT 講習会で ，入

門者層 へ の 講習を行 うとともに，新たに本学独 自で，

以下 の 4 つ の 講座 （各講座定員 20人）を設 け募集を行

うこ と と した．

（V　デジ タ ル カ メ ラ と画像

  　表計算入門
一家計簿を作ろ う

一

｛3） ホー
ム ペ ージ 作成入門

｛4）　 3 次元 CG 入 門

　4 つ の 講座 の テー
マ の 選択 に つ い て は ，講 師 の 講座

へ の 負荷を考慮する た めだ けで は な く， 今後 の 生涯教

育を視野 に 入 れ，大学 で の コ ン ピ ュ
ータ演習系開講科

目に 沿 っ た内容と した ．開講 日時 は，8 月 31 日〔土｝，9

月 7 剛土｝の 2回 で ，各 回 4時間 の 講習 と し た．

　前年度の 受講者に対 して は 6 月 よ り ダイ レ ク トメ
ー

ル を送 り，また
一

般 に は 8 月 1 日付けの 稲沢市広 報で

参加者 を募 っ た．結果，講座（1｝に は 定員の 倍を越 え る

一 153 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nagoya Bunri University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　 Bunri 　 University

応募があ り J また講座（4）は 定員を満 たさなか っ た．そ

こ で，講座（1）を 1ク ラ ス 増や し，

（1） デジ タ ル カ メ ラ と画像　　　　　2クラス

  　表計算入門
一家計簿を作ろ う

一
　1クラス

（3） ホーム ペ ージ作成 入 門　　　　　1ク ラ ス

の 3 講座，4 ク ラ ス で 行 うこ ととした．

　　 2 ．か ら 4 ．で 各講座 の 報 告を行 い ，5 ．6 ．で

は ア ン ケ
ー ト結果を報告す る．7 ，で 今回 の 公開講座

を総括する．

2 ．講座 「デジタル カ メ ラ と画像亅

2 ．1 ．準備

　本学 で は教育上 の 利便性 を考慮 して Windows 　NT

をパ ソ コ ン の OS として い る．し たが っ て ユ ーザ ごと

に ユ
ーザア カ ウ ン トとパ ス ワ

ー
ドが必 要 とな る．公開

講座 に お い て も同様 で ，情報 実習室用 ユ
ーザ ア カ ウン

トを受講人数 ＋ 予備数本分，本学情報処理 セ ン タ
ーか

ら発行 して もらっ た，講座資料や担 当講師 の 準備の た

め に 予備 ア カ ウン トか ら何本か を流用 し て 準備 を行 っ

た．講師が 日常，講義 で 使用 して い る ア カ ウン ト以外

に，受講者と同等の 環境の ア カ ウ ン トを準備 して お く

事は 重要で あ る，日常利用 して い る ア カ ウ ン トで は、

OS や ア プ リケ
ー

シ ョ ン の初回 起動時 メ ニ ュ
ー

や設定

更新な どに よ り受講者 パ ソ コ ン と講師パ ソ コ ン とで 操

作手順の 差 が で るか らで あ る，

2 ． 1 ． 1，1日 目の 準備

　工日 目 の 講座で は ，デジタル カ メラ の 使い 方，画像

デ
ー

タの転送，デジタル 画像 の 加 工，印刷を計画 した ．

受講者は ，「パ ソ コ ン は使い 慣れ て お り，デ ジ タル カメ

ラ を使い 始め て い る 」 レ ベ ル を 想定した ，具体的 な 項

目と作成 したテキ ス トの ペ ージ数 は，以下 の 通 りで あ

る．

（1） デ ジタル カ メ ラの 各部 の 名称

  　パ ソ コ ン との 接続
・データ の 読 み 取 り　 （1）と合わ

　　せ て 1ペ ー
ジ

（3） レ タ ッ チ ソ フ トの 起動

（4） 画像解像度 の 変更　13）と合わせ て 1ペ ージ

（5） デ ジタ ル 画像の 加工 　3ペ ージ

  　合成写真 の 作成　 2ペ ージ

　デ ジタ ル カ メ ラ の 使 い 方 に 関し て は ，口 頭 で の 説 明

で F分 と考 え，資料 の 作成 は 割愛 した．  に関 し て は ，

フ ァ イル の 選択 ，
コ ピー

などの 作業が 中心 で あ る 二 と

か ら，パ ソ コ ン の 画 面 の 図な どは挿入 せ ず ，概念図 と

作業の 順序 を記述 し た ．受講者 が 使 い 慣れ て い る と予

想 され る ワープ ロ ソ フ トとは 使 い 勝手が異 なる こ とか

ら，レ タ ッ チ ソ フ トを使 っ たデジ タル 画像 の 加 工 に 関

して は 詳細なテ キ ス トを作成し た．こ の 他 に，説明用

と して，8 枚 の ス ラ イ ドか らな る補助資料を作成した．

　資料 の 作成 とは別に，デジ タル カ メ ラ，フ ラ ッ シ ュ

パ ス ，プ リ ン タ，光沢紙 を準備 した，プ リン タに 関 し

て は ，印刷 に かか る 時間，出力サイ ズ ，画質を あ らか

じ め確認 し た ．ま た，講座 の 前 日約4時間 に わた り、

テ ィ
ーチ ン グア シ ス タン ト （以下 ， TA と略記） と打

ち合わせ を行 っ た ．

　講習後，受講者か ら，詳細な テ キ ス トを望む声 が 多

か っ た．特 に （2）に関 して は，作業内容が 列記 して あ る

の み で あ り，ま た，フ ラ ッ シ ュ パ ス を使 い
， デ

ータ を

共 通領域に保存す る，とい う本学独 自の 作業が含ま れ

て い る こ とが 理由で あ る こ と考え られ る．公開講座 で

使用する テ キ ス トは，図が多 く，視覚的に理解で き る

構成 で あ る こ と が 望 ま し い ．

2 ． 1 ．2 ．2日目の 準備

　 1日目の 講義で は デジタル カ メ ラの 使 い 方や，写真

の 取 り込 み 方，写真 の 印刷，写真の 拡 大縮小，コ ピー

ペ ース トに よ る画像合成な どの 基礎 を予定 し て い た ，

2日 目は写真の 色調補正 ，　 レ タ ッ チ ソ フ トの 応用編 を

紹介す るこ とに した ．

　 レ タ ッ チ ソ フ トによる画像加工 は 処 理する 写 真に

か な り依存す る，サ ン プル 画 像 で は うまく処理 で きる

が ，別の 画像に な る とうま くい か ない ケ
ース が あ る．

従 っ て ， 普通 の 写真を利用す る こ と に した ．人 物 と身

近 にある風景を講師が 写真に撮っ て ， 教材 も手作 りす

る こ と に し た，受講者 に とっ て 親近感が あ る よ う配慮

した．具体的に は 以下 の 内容を考えた．

｛1） 暗 い 写 真 を 明 る くす る

  　写真 の 背景 を変える

（3） 洋服 の 色を変え る

（4） 顔 の 色を明 るくす る

（5） シ ワ と ホ ク ロ を消す

［6） 髪の 毛 を濃 くす る

（7） 年賀状 の 作成と印刷

　受講者 の 要求 ，レ ベ ル が 講座 募集時 に は 分 か ら な

か っ た こ と もあ り，2 日聞 に わた りかな り多 くの 内容

を 用 意 した ．今後 は ，「デ ジ タル カ メ ラの 使 い 方亅，「デ
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ジ タル 画像 の 加 工二」 等の よ うに 講義内容 を絞 り，テ ー

マ を明確 に す る必要 が あ る．

2 ．2 ．講座報告

　 「デジ タ ル カ メ ラ と画像 」 とい うテ
ー

マ に 関する 内

容 は 非常に 幅広 い ．デ ジタ ル カ メ ラ と フ ィル ム を使 う

従来 の カ メ ラ との 構造 の 違 い と共通性，長所 と短所 か

ら始ま り，
フ ィ ル ム に代 わ る記憶媒体の 説明 とパ ソ コ

ン へ の 画像の 取 り込 み 方法，レ タ ッ チ ソ フ トを使 っ た

画像の 修正や加 工 とカ ラ
ープ リン タ を使っ た 出力な ど，

ハ
ー

ドとソ フ トの 両面 に わた っ て，講座内容は多岐に

渡 っ た もの となる．

　さらに，受講者 の デジ タル カ メ ラ所有の有無，デジ

タル カ メラに よ る撮影経験の 有無 ，
パ ソ コ ン 所有の 有

無と習熟度，所有す る レ タ ッ チ ソ フ トの 種類な ど，不

確定な要素 が 多い た め ，講座 の 内容 を絞 り込む こ とは

困難をきわ め た．そ こ で ，・1 回 4 時間で 全2回 の 言冓座

（の べ 8 時間） とい うボ リ ュ
ーム を考慮 して，今回の

講座で は 以下の 内容 を取 り扱 っ た．

● 1 日 目

〔1） デジタ ル カ メ ラ の 仕組 み と構造，取 り扱い 方，撮

　　影 の 基本 と実際

  　カ メ ラ の 記憶媒体 か らパ ソ コ ン へ の 画 像 フ ァ イ ル

　　 の 取 り込 み

〔3）

〔4｝

ー5〔

ビ ュ ア
ー

ソ フ トに よ る 画像 の 閲覧

レ タ ッ チ ソ フ トの 基本的な操作方法

・画像 の 解像度 とサイズ に つ い て

・レ イヤ
ー

を使 っ た 画像合成の 基礎

・画像の 中で 処 理 を施す部分 の 選択

カ ラ
ー

プ リン タ へ の 出力 （イ ン ク ジ ェ ッ トプ リン

タ とカ ラー レ ーザプ リン タ）

● 2 日 目

（1） レ タ ッ チ ソ フ トを使 っ たデジタ ル 写真の 補正

　　 ・露出オ
ーバ ー

と露出不 足 の 写真 の 補 正

　　 ・赤目現象の 写真の 補正

  　レ タ ッ チ ソ フ トを使 っ て ，受講者が 1日 目 に撮影

　　し た 写真 を 組 み 込 ん だ カ レ ン ダ
ー

の 作成と印刷

　　 （カ ラ
ー

レ
ー

ザプ リン タ に 出力）

i3） デ ジ タル 写 真 入 り年賀状 の 作成 と印刷 （カ ラ
ーイ

　　 ン ク ジ ェ ッ トプ リン タに出力）

2 ．3 ．問題点 と今後の 課題

（1） 内容に つ い て

　今 回 の 講座内容 は，結果的 に多 くの 時間を レ タ ッ チ

ソ フ トに よ るデジタ ル 写真画像の 修整や加 工 に 費や し

た．それ に 対 して ，受講者は，若干 の 違和感を覚え た

かも しれな い ，レ タ ッ チ ソ フ トの 使用 は デ ジ タル 画像

処理 に は，必須 の 内容 とは い え，気軽にデジ タル カ メ

ラ で 写真 を楽 しみ た い とい う人 に は 敷 居 が 高い ．ま た，

レ タ ッ チ ソ フ トの種類に よっ て も使用法が異な るの で，

自分の 普段使用す る ソ フ トと違 っ て い る 場合，講座 の

価値 が さがっ て しま うで あろ う．

〔2〕 進行 に つ い て

　内容以外 で は ，講義の 進行が速すぎ る とい う声が非

常に多か っ た．講義内容 の 量 とも密接に 関係するが，

今後 の 課題 で ある．

（3） TA に つ い て

　受講者数 1 室 18人 に 対 し，TA 　2 人 の 割合だ っ たが，

受講者 の 年齢層やパ ソ コ ン 操作 の 習熟度 か らす る とこ

れ で は 不足気味 で ，1室 4人程度必 要 と思 わ れ た．

3 ．講座 「表計算入門一家計簿を作 ろ う一亅

3 ． 1 ．準備

　表計算 ソ フ トを利用 した講座を行 うため に 以下 の 準

備 を行っ た．

　ユ
ーザア カ ウン トと予備ア カ ウ ン ト発行 に つ い て は

「デ ジタ ル カ メ ラと画像 」 講座 と 同様に行 っ た．

　本講座用 に，A4 で 8ペ ージ の テ キ ス トを準備 し た．

初日 5 ペ ージ，2 日 目 3 ペ ージ の もの と した ．原 稿 は

カラ
ー

で あるが ，受講者に は モ ノ ク ロ 印刷 の もの を配

布 し た．パ ソ コ ン 画面や図などが 見に くい の で 予算 ・

準備 に 余裕 があればカ ラ
ー版の 配布が望ま しい．

　テ キ ス トは 用 語 解説 ・練習手順 の 指示 を中心 に構成

し，ワ
ー

プ ロ で 作成 した，一般書籍の 入門書に あ る よ

うな パ ソ コ ン 画面や図等 を多量に使用 した もの が 望ま

しか っ たが，要点を列挙 した簡素な補助資料的な もの

を用意し た．実際 の 講座 で は，受講者は講師 の パ ソ コ

ン 画面 を映 し出す
1

提 示装置
1
を 見 て ，講師 の パ ソ コ ン

操作手順 を確認 で き る の で そ れ ほ ど詳細な手順解説書

を準備す る必 要 は ない と考 えた 為 で ある．講 座 内容 と

し て は，基本操作 か ら中級 レ ベ ル を念頭に ， 本学 の コ

ン ピ ュ
ータ演習系 科 目で あ る情報 リテ ラ シ

ーIIの 内容

か ら表計算 の 基礎 （作表 ・集計 ・グ ラ フ作成 ・並 べ 替

え ・条件判 定 ） を 抜 粋 し た もの を用意 し た．テ キ ス ト

の 他 に 受講者 の 練習教材を準備し，予 め 用意 され た表
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の デ
ー

タに 対 して 各 自で集計な どの 練習を行えるよ う

に した，フ ァ イ ル は，Windows 共 有 フ ォ ル ダ を利 用

しだ
F
レ ポ ートフ ォ ル ダ

ト
（注 1）経由で 各自に配布 した．

（注 1） 大崎 正 幸，教育用 コ ン ピ ュ
ータシ ス テ ム の 構

築と運用，名 古屋 文理 大学紀要創刊号，Vol．　 L　 pp ．

185 − 193 ，　2001 ．

3 ，2 ，講座報告

　 「表計算入門
一家計簿を作ろ う

一
」 と題 して 行 われ

た本講座は26名 の 受講者 に対 して，講師1名 と TA2 名

が つ い て 1日4時間 （午前 ・午後各 2時間）ずつ を 2回 に

わた っ て 開講 した．

　講座 の 手順 として ， は じめ に 表計算そ の もの の 特徴

や使 い 方を説明 し，例題 ・練習問題 として家計簿を取

り上 げる とい う方法 で 全体を進行した．また，午後の

時間の 中に 自分で復習する 時間を取 っ た．

3 ．2 ． 1 ．講座 の 内容

　以下 の 内容で 2週間 （各午前 ・午後2時間ず つ ）講座

を行 っ た．

●第 1 週 （基本操作，縦横集計，グ ラ フ作成）

　第 1 週午前 で は まず基本事項と して ，表計算 ソ フ ト

の 各部 の 名称 と役割，最も基本的な操作で あ る文宇 ・

数値 の 入 力，コ ピー，ワ ープ ロ との 違い 等を説明 した．

　ま た ，簡単な縦横集計 の 例 と して家計簿の 集計を取

り上げ，ワーク シート上 で の 計算方法を練習した ，

　さらに ，グ ラ フ の 作成の 例と して ，1年間の 光熱費

（電気 ・ガ ス ・水道）を折れ線グ ラフ にする課題 を行 っ

た．

　午後は，午前中に行 っ た演習を個別 の ペ ー
ス で 1 つ

1 つ 復習す る時間 を 取 っ た ，ま た ，い ろ い ろ な グ ラ フ

の 作成方法や細か い 設定につ い て の 指導を希望す る声

が あ っ た の で ，グ ラ フ に つ い て の 説明を追加 した ．

●第2 週 （数式作成，セ ル の 参照，並べ 替え，関数）

　は じ めに第 1 週 の 内容を復習し ， さまざまな数式 の

作成例や書式設定，数式の コ ピー
とセ ル の 相対参照 ・

絶対参照 に つ い て 説明 した．
』

　午後 か らは ，データ整理 と して，並べ 替え と IF関数

を は じめ とす る ワ ーク シ ー ト関数の 使 用 方法 を 説 明 し

た．

3 ．2 ． 2 ．受講者の 様子 につ いて

　こ の 講座 は ワ
ー

ドプ ロ セ ッ サで 文字 入 力が で き る程

度 の 技能をもっ て い る こ と が前提で始め ら れ た が ， rJ

ン ピ ュ
ー

タ 使 用 歴や普段 の 使用頻度に よ っ て か な りの

差が あ っ た と思われ る．例 え ば，第 1週 の 内容で コ ピ
ー

の 範囲指定，メ ニ ュ
ー

選択，作成 した グ ラ フ の 移動や

サイ ズ 変更などは，マ ウス 操作が 不安定な受講者がか

な り遅れ気味 で あっ た．反対に，す で に表 計算ソ フ ト

を使 っ た こ とが ある受講者 もあ り，第 1 週 午前 の 内容

で は物足 り ない様子 が うか がえた．こ の ような受講者

の 習熟度の 差 に 応 じて 少 し多め に 練習問題 を準備 して

お く必 要 が ある，

　また，第 1週 は 操作 中心 で あ る の に 対 し，第2週 で

は具体的なデータ の 整理 に は い る．そ の た め，コ ン

ピ ュ
ー

タ操作よ りも作業内容 の 理解を求 められ，受講

者は急に難 しくな っ た と感じた様子 で あ る．特に 関数

を使 っ たデータ処理 は理解度に大きな差 が あ っ た．こ

の 点 につ い て は，本学の 学生を対象に リテ ラ シー教育

を行 う場合 も同様 の 反応 があ る．内容 をよ く考 えて

データ を処 理 した り，文章を ま と め た りする こ とは，

単な る コ ン ピ ュ
ー

タ の 操作技術 と異な る技能 で あ る こ

と を 示 して い る，

　受講者の年齢は さまざまで あっ たが ， 理解度 ， 進度

に つ い て は い ずれ も年配 の 受講者 （50歳以上）が，内

容が難 しい もしくは速すぎると感 じて い たよ うで ，TA

に対する質問が多く見られた．

　また ，
1 日 に 4 時 間もパ ソ コ ン の 画面に向 か っ て い

る の が辛い とい う声や，2 回 の 講習だ けで は成果を実

践で きない の で ， 少 し ず っ 長期間 に わ た っ て 継続す る

講座 を望む声があっ た．こ れ らは ，表計算に限らず本

学 の 公 開講座全般 の 課題 とい え る，

　表計算 の 課題 とし て 取 り上げた 家計簿に つ い て は ，

そ れ ぞ れ の 家庭 に よ り考え方，家計簿 の 付 け方 に 違 い

があ るため，どこ ま で 希望に添 えた か 分 か らない ，自

分で 家計簿を付けて い る の で そ れを持参し て 指導を受

け る とよか っ た とい う声 もあっ た が，それ らの 1っ 1っ

に ま で 対応するの は難 しい ，む しろ，講座 の 方針 とし

て表計算に親 しむ 1つ の 例 と し て 家計簿を最初 に 取 り

上 げる．そ して ，そ の 使い 道は各自で応用
・工夫 して

も らうとい う方が望 ま しい ように 思われ る ．

4 ．講座 「ホーム ペ ージ作成 入 門 」

4 ． 1 ．準備

　ホ
ー

ム ペ ージ作成 ソ フ トを利用 した講座 を 行 うた め

に以下 の 準備を した，

　ユ
ー

ザ ア カ ウン トと予備 ア カウ ン ト発行 に つ い て は
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平成 14年 度名 古屋 文 理 大学 コ ン ピ ュー一タ 公開 講 座 実 施 報 告

他 の 講座 と同様 で あ る．
．
ただ し本講座 で は ホー

ム ペ ー

ジをイ ン ターネ ッ ト上 に 公 開す る た め の Web 用設定

を追加 して 情報処理 セ ン タ
ー

に依頼 した．依頼内容 は

Web サーバ 用ア カ ウン トの 作成 に 加え，ホ
ー

ム ペ ー
ジ

の 登 録者各 自が，Te ［net 接続 で Web サ
ーバ に ア クセ

ス し，Unix コ マ ン ドを用 い て Web 用 デ ィ レ ク ト リを

準備す る とい っ た 一
連 の 手順 の 代わ り に ，

こ れらの 処

理 を セ ン ター側 で 予 め
一
括 して 準備す る とい うもの で

あ る．これ に よ り受講者 の ホ
ー

ム ペ ージ登 録操作を容

易に した ，ホ ーム ペ ージ用 フ ァ イル の 登録 には フ リ
ー

ソ フ ト
”FFFTPI”

を利 用 す る こ と に した ．　GUI で 操作 可

能 で あ り，FTP コ マ ン ドを利用 した登録に比 べ 簡易に

登録が 可能で あ る．

　テ キ ス トは 10ペ ー
ジの もの を準備 した，準備上 の 留

意点は 表計算講座 と 同様 で あ る． た だ し こ ち らで は ，

URL フ ォ
ーマ ッ ト ・リン ク の 概念 ・ホーム ペ ージ掲載

事項 に関する注意 （著作権 ・個人情報）・フ ァ イル 登録

時の FAQ な ど解説的な内容が 多い もの とな っ た，講

座 内容につ い て は，解説 よりも受講者 の ホー
ム ペ ージ

作成実習 を 中心 に 考 え た ．ま た こ の テ キ ス トを情報 リ

テ ラ シ
ーIIの ホ

ー
ム ペ ージ 作成用資料 と して 採用 した，

　テ キ ス トの 他に ，ホーム ペ ージの 解説 に
1

体 学公 開講

座案内
IF
の ホー

ム ペ ージ （注2）を利用 した，また見本

用 ホ
ー

ム ペ ージ を作成 し，制作 と動作 の 確認を行 っ た．

さらに ホーム ペ ージ の フ リ
ー

素材集 （画像デー
タな ど）

を掲載 した ホ
ー

ム ペ ー
ジを検索し，URL を紹介 した．

こ れは，一
般 に販売 され て い る素材集や フ リ

ー
素材集

は 利用範囲が ほ とん ど個人利用 に 限定 され て い る たip，
本講座 で 直接提供 が 出来 ない 為 で あ る，こ れ に 伴い

，

2 日 目の 講座 で は ス キ ャ ナ ー
を実習室 に移設 し，受講

者 が 持参 した写真 な どを素材 と して 利用 で きる ように

取 り計 らっ た．

（注 2） 公 開講座 URL ：http：〃www ．nagoya −bunri．ac．jp／

UNIVIKOZA ／

4 ．2 ．講座報告

　 2 週 （2 回） に わ た っ て 実施され た 講座 に は，15人

の 受講者が，ほ ぼ毎回出席 し，午前と午後の 講座 を受

講 した ．こ れま で 例年開催 して きた パ ソ コ ン 初歩講座

の 受講者に は パ ソ コ ン 操作 の 初心者が 多 か っ た が，本

講座 は，パ ソ コ ン や OS （Windows ） の 初歩的操作や

日本語 入 九 フ ァ イ ル な ど の 意味 を一
通 り理 解 で き る

レベ ル の 受講者 で 占め られ た．今 回 の 他講座 の 受講者

と 比 較 して も，本講座希望者 の 平 均 年齢 は 低 く，パ ソ

コ ン 経験者 の 割 合 が多か っ た とい える．

　講座 で は， 1 週 目に ，パ ソ コ ン 操作を しなが らイ ン

タ
ー

ネ ッ トとホ ーム ペ ージ の 基本事項 を理解す る とと

もに ツ
ー

ル を使 っ た Web ペ ー
ジの 作成法を学 び，1

週間 の 後， 2 週 目の 講座 で
， 画像 データ と文字 デ

ータ

か ら成る コ ン テ ン ツ を作成，本学サーバ を利用 して そ

れぞれ の ペ ージ を公開 した．全体を通 して，文字デー

タ と画像データ の扱い
・

ハ イ パ ーテ キ ス トの 構成 ・
コ

ン ピ ュ
ー

タネ ッ トワ
ー

ク の し くみ ・既存ペ ージや 素材

を利用 して コ ン テ ン ツ を作成 する上 で の 知的所有権 の

問 題 な ど，広範囲 の 基本的 知 識 を 学 び な が ら，1回 目

の 講座 と2回 目の 講座 の 間 の 1週間 に コ ン テ ン ツ の ア

イ デ ア と素材収集を行 っ て もらっ た．内容は広範囲 に

わた る が ，
パ ソ コ ン 初心者で は な い 受講者に は，概ね

内容が 理解され ，全て の 受講者 が Web の 公 開 まで 到

達する こ とが出来た ．一般向けの 情報処理関連講座の

ア ドバ ン ス コ
ー

ス として は，これ以上高度 に 専門知識

を 要する 内容にする よ りも，本講座の よ うに基本的な

知識を総合 して利 用 し，
一

つ の 作業 （本講座 で は ホ
ー

ム ペ ージの 作成 と公 開）を達成 す る こ と を 目標 と す る

内容が適 当であ る と考え る．ただ し，特 に後半 は，受

講者の 作業が個別 な もの とな る た め，TA や講師 に よ

る個別対応 が 必要 となる．

　今 回 は 受講者 の 人数 が比較的少なか っ たが，そ れ で

も TA 　2名 の うち 1 名が ス キ ャ ナ に よる 画像取 りこみ

の 操作に 取 られ，個別対応が充分だ っ たとは い えない

状況 も見 られ た，ま た
，

2 回 とい う少ない 開講期間で

は あ っ たが，間の 1週間の うちに コ ンテ ン ツ を考え る

余裕 が あっ た 点 は幸い し た とい える，た だ し ， 公 開 し

た ペ ージを お 互 い に 鑑賞 ・評価し あっ た り，公 開後に

修正 し て 完璧 を期 すだけの 時間的余裕 まで は な か っ た

と言える．あわ た だ しい 講座で はあっ たが，受講者の

理 解や 反 応 は 良好 で あ り，講座後，受講者 か ら も概ね

良好な感想 が 得 られ た．

　な お，本講座 で 作成 ・公 開され た ペ ージは，受講者

の 了解 を得 て，本 学 の Web サ
ーバ で 当分 の 間学 内外

に 公 開を行 う （注3）が ，セ キ ュ リテ ィ の 闇題 か ら講

座 終了後の 学外 か らの 修正 ・編集は 不 可 と して い る，

（注 3）公 開講座 URL ： http：11www，nagoya −bunri．ac ，jp
／UNIVIKOZA ／lec＿hp2002 ．html

5 ，受講者 ア ン ケー トの 結 果

　本パ ソ コ ン 講座 で は，講座終了時に受講者 に 対 しア

ン ケ
ー

トを実施 し た．ア ン ケ
ー

トは，受講者 が 受講 し
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た 講座 に関す る 内容 と，受講者 に 関する内容，パ ソ コ

ン 講座 に関す る 受講者 の 希 望 か ら成 る．本章 で は ，受

講者に 関す る内容 お よびパ ソ コ ン 講座 に関す る受講

者 の 希 望調査 の 集計結果を示す．

5 ． 1 ．パ ソ コ ン講座の 受講者

　回収されたア ン ケ
ー トは，「ホ ーム ペ ージ 作成入門 」

（HP 講座）が 16，「表計算入門 」 （表計算講座）が 19，「デ

ジ タ ル カ メ ラ と画像」 （デジ カ メ講座）が33の 合計68 で

あ っ た．

　図 1 に ，各講座別受講者年齢 を 示 した ．図 1 よ り

HP 講座 で は40歳代 が最も多く，デジカメ 講座 で は

1614121085420

〜20　　　　30〜39　　　40〜49　　　50〜59　　　60〜69　　　7G〜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 歳

　　　　図 1　講座 別 受講 者年 齢

デヅ カメ

表

HP

眺 20％　　　　4〔陽　　　　6〔隅　　　　soge　　　 lOO％

図 2　講 座別 受講者性別

0％

高い （7％）

鑽灘
嬲

安い

（38％）

20％　　　　　40％　　　　　60％　　　　　@80

　 　 図3 講座受

料 1

％ ％ 20 ％　　　　40 ％　　　　60 ％　　　　80 ％ 　　　1

％ 図 4 　 パ ソ コ ン 講座 と し て望

もの 50 歳代から 70 歳代 の 受講者 が 圧 倒 的 に 多 い

と が わ かる ．また ，図2 に は， 講座 ご との男 女比を

示し た ． HP 講座では女 性 が 多 く， デ ジ カメ 講 座

は男性 の 割 合 が高い．デジカ メ 講 座 受 講
者

によ る

ンケート の 自 由 記述欄 に は， カメラ 技術に関 す る

載 が複 数あった こ と から，中高年の カメ ラ ，写 真

趣味とす る 男 性が 多 く受

したと考え られる 、 5 ．2．公開講座に

する受請者の 希 望調査 　本公開講座 の受 講 料 ， 3 ， 0

円が妥 当であるか問う 項 目の集 計 結 果を図 3に 示

． 普 通 または 安 い と 感 じ てい る 受 講 者が あわ せて

％ で ある こ とから受 講 者 のほと んど は ， 講座の受

料 に納得 し てい ると 考 え ら れ る．安い と感じて い る

講者が 38 ％あり ，講座の 準 備 費 用を考慮 すると

多 少の

講料の値上げ が 可 能で ある． 　ま た，今 後 の公

講 座の開講時 期 として，8 月 から9 月 に 都 合が良い

する 回答が 11 と 最 多で あ っ た ． ま た 土曜日に 開催す

こ と に つい て は ，68 人中 51 人 が 適切 であ る と 回

した．本講 座 が8 月か ら 9 月 の 土
曜

日に開 催 さ れ

そ の参加 者 によ るアンケー ト結果であ る こと から

他 の開催 時 期，開

日時 と併せて総合的に考慮 す る 必要 が ある ，

図4 には ， 今 後 ， 本学 のパ ソ コ ン講座としてど のよ

､ な も の を 望むかと い う問 い に対 す る回 答を示す．現

在 の レ ベ ル 程度 ， もしく は 少 し やさしい講 座 が 期待さ

れて い るよ う である．この傾向は，講 座 によ
る 大きな

違いはなかっ た ． ま た ，具体 的 な記述として ，年賀状

作成講 座，パソコ ン 入門講座の開講を希望する意見が

複 数あ り，専門的でなく 実用 的 で，

較的初心者向き の 講 座を

望する意見 が 目 立
った． 5 ．3 ． 今 後 の パ ソ コン 講 座

　以一ヒの アンケ ー ト結 果 から，本学の パ ソコン講座

， 比較 的 高 い 年 齢 層 の 参 加 が多く，実 用的で簡 単

内 容 が 期 待されていること がわかった，従来か ら

学
のパ ソ コ ン講 座 で は 初 心 者 を 対 象 とし た 講座

開講 さ れ
， ニーズにあ った内容 を 提 供できてい

よ う で あ る ． 　ア

ケートの自由記述 欄に ， 以下 のよ うな記述 が あっ

の で 付記 す る． ・ 公開

座を受 講 したことによ っ て ， 本 学が身 近に感 　 じ

れる よ うに なった ． ・ 本 学 の 講座 は 評判 が 良 い の

，
来年も

受

したい
．

・ 他 に も 受 け た い 講座 が あ る の で ，再び開 講 し て ほ し
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6 ．TA学生か らの 報告

　今年度の パ ソ コ ン 公 開講座 で は 「デジタル カメラ と

画像」 ，「表計算入門
一

家計簿 を作 ろ う
一

」，「HP 作成

入門 」 の 3 講座 を開催 し た．こ れ は ，近年 の 公開講座

受講者層の 変化，つ ま り従来 の 公開講座 で 提供 して い

た ワ
ープ ロ ，電子 メー

ル ，イ ン ターネ ッ ト閲覧 とい っ

た 初歩的な 内容を既 に マ ス タ
ー

した と思われ る受講者

が増加 しつ つ ある状況 へ の 対応を 目指すもの で あ っ た．

そ こ で ，本章 で は 我 々 の 予 想 通 り従来 とは 異な る 層 が

受講 したの かを探るた め，受講者 の 特徴 を，TA 学生

か らの ア ン ケ
ー ト結果を通 して まとめて みる，

　TA 学生 の 各講座 へ の 配置は 8 月31日，9 月 7 日の

両 日 と も以 下 の 通 りで ある．

（1｝　 「デジ タ ル カ メ ラ と画像」 （18人 × 2ク ラス ） に 3

　　人 （2人 ＋ 1人）

（2｝　 「表計算入門
一家計簿を作ろ う

一
」 （24人 × 1クラ

　　 ス 講座） に 2人

｛3｝　 「HP 作成 入 門」 （15人 × 1ク ラ ス 〉 に 2人

そ の 内訳 は，の べ 6人必要な〔1）を TA 未経験 の 3年生 3

人 で ，の べ 8人必 要 な 〔2｝と（3）を 去年 の 公 開講座 TA 経

験者6人 と TA 経験 の ある3年生 1人 の 計 7人 で，そ れ ぞ

れ担当する とい うもの で あっ た．去年同様，TA 学生

に は あ らか じめ講座 で 使用する教材 を配布 し予習 して

もらっ た．特に ，複雑な操作が要求 される〔1胆 当の TA

学生 に は 8月 30日に半 日間の 予行演習 を行い 操作習熟

に っ と め た ．

　TA 学生 へ の ア ン ケ
ー トを コ

ー
ス ご と に ま と め た 結

果を以下に示す．なお，ア ン ケー トの 回答 は TA 学生

10人 の うち9人 か ら得た．

〔1）　 「デジ タル カ メラと画像」

　 〈 受講者の 態度と質問 の 仕方 〉

　　 ・ダブ ル ク リッ ク等 の 基本的な操作を知 らな い 受

　　　講者が 予想外に多い （こ の 意見 は デ ジ タル カ

　　　 メ ラ を担 当 したす べ ての TA 学生 が 述 べ た ）．

　　 ・
年配者の 割合が多い ．そ の ためか，同 じ質問を

　　　繰り返 す受講者 が か な り見 られ た．

　　 ・多 くの 受講者は 1週 目の 講座で 学ん だ内容を 2

　　　週 目に は 忘れ て い る よ うで あ っ た ．

　　 ・受講者 か ら （講座内容 が多い た め） 「た っ た 2

　　　 日間の 講座 で は わ か りませ ん 」 と訴 え られ た ．

　 〈 質問内容 〉

　　 ・
レ タ ソ チ ソ フ トの ツ

ー
ル の 使 い 方 に 関す る 質問

　 　　が 大半を しめ た．

  　　「表計算入 門
一
家計簿 を作ろ う

一
」

　 〈 受講者 の 態度と質問 の 仕 方 〉

　　 ・学習意欲が 高い．従 っ て ， TA の 説 明も し っ か

　 　　 り聞 い て もらえた．

　　 ・大半の 受講者は 文字 入 力，マ ウス 操作，GUI の

　 　　基本操作 を あ る 程度理解 し て い る．そ の た め，

　　　それ らの 操作にわず らわ され る こ とな く講師の

　　　説明に集中で きて い た，

　　 ・大半 の 受講者 は TA へ の 質問 の 際に 丁寧な言葉

　　　づ か い で あっ た．ただ し，年配者 ・理解して い

　　　る 人 の 中に は 高圧的な態度 を と る 人もい た ，

　　 ・去年 の TA は飲み屋 の従業員の よ うな扱い を受

　　　けた が今年は先生 と して扱われた．

　　 ・挙手による質問 が多い ．

　 〈 質問内容 〉

　　 ・講座 で扱っ た内容に関す る質問が ほ とん ど で高

　　　度な質問 は なか っ た．

（3）　 「HP 作成入 門」

　 〈 受講者の 態度 と質問の 仕方 〉

　　 ・積極的 で ある．

　　 ・大半 の 受講者は受講内容 の 理解に 必要な （基本

　 　　的な GUI 操作等 の ）基礎 知 識 を十 分 に 備 え てい

　　　た （
一

部 の 受講者 は初心者 の ため説明 を全 く理

　　　解で きて い な い よ うだ っ た）．

　　 ・そ の ため質問 の 際 も知 りた い こ とが らを正 しく

　　　把握 で きて お り，的を得た質問 を して きた．

　　 ・
挙手 に よ る質問は 少 な く， 声をか ける，眼 で う

　　　 っ たえ る 等による質問 の 割合が多か っ た．

　 〈 質問内容 〉

　　 ・　JavaScript　f 語 に よ るプ ロ グ ラ ミ ン グ，ア クセ

　　　 ス カ ウン タや フ レーム の 作 り方 に つ い て ．

　　 ・1cm 当 りの ピ クセ ル 数に関す る質問．

　以 上 の ア ン ケート結果よ り今年度の 受講者 の 特徴は

お よ そ 次の よ うに ま と め られ る，

　まず，「デジ タル カ メ ラ と画像」の 受講者 の 多くはパ

ソ コ ン の 操作 に 関 し て 初心 者 レ ベ ル で あ っ た．に もか

か わ らず こ の コ ース で は パ ソ コ ン に あ る程度慣れ た人

で も とま どい そ うな複雑な操作を要求 され る の で ，受

講者は操作 を こ な し て い くの に精
一

杯 で 操作 の 意味 を

確 か めっ っ 進む余裕 が な か っ た．そ の 結果，質問 が頻

繁 に 生 じ TA もそ の 対応 に 手
一

杯 で あ っ た ．我 々 は，

パ ソ コ ン の 基本操作に関 して 問題 の ない 人が，デジ タ
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ル カ メ ラ で 撮影す る だ けで なく撮 っ た画像 をい ろい ろ

な用途に 加 工 す る とい う目的 で こ の 講座 に応募 した も

の と予想 して い た の だが，実際に は デ ジタル カ メ ラで

撮・うた 画像 を単に パ ソ コ ン で 見 る とい う目的 で多くの

人 （しか もパ ソ コ ン に関し て は初心者）が応募して き

た よ うで あ る．

　対照的に，「表計算入門
一家計簿を作ろ う

一
」 と 「HP

作成入門 」 の 2 講座 には，マ ウス ・GUI の操作，ワー

プ ロ 　（文字入力）等 の 基本技能に習熟 した人が更な る

技能の レ ベ ル ア ッ プを求め て 応募 した もの と思 わ れる．

従っ て
， 受講者は パ ソ コ ン 操作 に わ ず らわ され ず に 講

師の説明 に集中で き，講義全体も円滑に 進 められた．

ごの こ とは複数 の TA 学生 の rTA を楽に こ なす こ と

が で きた 」，「授業の ス ピードは適切 で あっ た亅 等 の 回

答 か らも裏 づ けられ て い る．こ れ らの 講座 の 受講者層

は 我 々 の 予想通 りで あ っ た とい え る．

　公 開講座 へ の TA 制度の 導入も2年 目に 入 っ た．講

座受講者 の ほ とん ど か ら「親切に教えて もらっ た」，
「丁

寧に答 えて くれた 」，「分 か りやす い 説明だ っ た 」，「対

応が は やい 」 等の 肯定的な回答が寄せ られた．今年度

の TA 制度 の 活用 も成功 し た とい える，・来年度も引き

続き こ の 制度を公 開講座 へ 活用 した い ．最 後 に講座補

助 の 依 頼を快諾 し て くれ た 以
』
下 10名の 学生諸君 に 謝

意を表 し て 本章を終 える．

情報文化学科4年生

　　井 口　 　靖

　　柴 田　啓介

　　羽 田野 英吾

　　浅井 　恵一

　　山下　亮介

社会情報学科 4年生

　　高田　峰之

情報文化学科 3年生

　　ノ亅、丿1「　真糸己

　　重野　幸恵

　　野畑　有加

社会情報学科3年生

　　高橋　将男

7 ．今後 の 課題 と展望

　平成 14年度 は，コ ン ピ ュ
ー

タ講座 が 「デジ タル カ メ

ラと画像 」，「表計算入 門」，「ホ
ー

ム ペ ー
ジ作成入門 」

の 3講座，語学講座が 「英会話 の 基礎 」，「中国語会話

の 基礎」 の 2 講座 ，そ の 他 に 「臨床心 理学入門 1，「簿

記 検 定対 策講座 」，「日本経済 の 海外進出 と地域経済の

国際化 」 を開催 した ．こ の 他 に，稲沢市の 委託 を受け

て 受講者 40人規模 の
．
「IT講習会 」 を開催 した．

　先に各講座 の 報告にもあるよ うに ，平成 14年度 の コ

ン ビ1一
タ講座 は ，「デ ジタル カ メ ラ と画像 」 が 定員

20名 の と こ ろ 2 倍を越す応募 が あ り，「表計算入 門 」

と 「ホ ーム ペ ージ作成入門」 は 定員20名程度の 応募で

あ っ た．しか し，「3 次元 CG 入門 」 講座はわず か 6名

の 応募にすぎず，開催 を 中止 した．社会的ニ
ーズ が大

き い と思われ る コ ン ピ ュ
ー

タ講座 の なか で も，こ の よ

うに応募者数 に 偏 りが 見 られ た，コ ン ピュ
ータ講座以

外 の 講座 をみ て も，「臨床心理学 入 門 」，「英会話 の 基礎 」

な どは応募者が 多 い が，「中国語会話の 基礎」，「簿記検

定対策講座 」，「日本経済 の 海外進出 と地域経済 の 国際

化 」 な どは応募者は少なか っ た．
‘

　受講者の 年齢は，大部分が 40〜70歳代 で あ っ た．男

女 の 比 率 は，女性 が 多く，男性 の 多い 「デジ タル カ メ

ラ と画像」 に お い て も女性が 6割 を占め，若 くな る ほ

ど女性 の 占め る割合 が 高 くな る傾 向 が 見 られ る，主 な

受講者は，女性が主婦，男性が 50〜70歳 の 高齢者 で

あ っ た ．

　公 開講座 は ，大学 の 教育 ・研究 の 成果を広 く地域社

会や社会一般に開放するこ とを 目的と し，それが， 

地域社会 に 対す る 貢献 ，   大学の イ メ
ージ ア ッ プ

，  

学生 の 募集など に寄与する と言わ れ て い る．平成14年

度に お い て ，多数の 応募があっ た講座 は初心者向け の

もの であ り，大学の 高度な教育 ・
研 究との結び っ き は

弱 い ．受講者層 か ら考えて，本学が学生向けの 授 業を

広 く
一

般社会人 に 開放 した場合に，公 開講座の 受講者

が ，科目履修生あ る い は聴講 生 と な る 可 能性 は 小 さ い

と推測 され る．．

　公 開講座を 生涯学習事業と して 発展 させ ，収益事業

と して位置づ けよ うとす る 考えが ある．こ の 点 につ い

て みる と，本学周辺や名古屋市に お い て，社会人が受

講で きる講座 は 多く ， 愛知県の 県民大学講座 ， 稲 沢市

が 開催する生涯学習講座，他大学の 公 開講座，文化 セ

ン タ
ー

の 講座，英会話・パ ソ コ ン 等の ス ク
ー

ル などで ，

趣 味，パ ソ コ ン ，健鼠 ス ポーツ，家庭生活，教養，

語 学，社会 問 題 な ど多種多様 の 講座が開催 され ，競争

状態 にある．受講者 に 対す る ア ン ケ
ー

トの 結果 によれ

ば，本学 の 公 開講座 は，近 く で 開催 され 便利，受講料

が安い ，親切 ・丁寧な指導 などの 特徴を有す るとい う

こ とで あるが，これ で は，受講者 の 増加，収益 の 拡 大
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は 望 め そ うもな い ．集客力 の あ る 講 座内容 で あ る，他

の 講座 との 差別化を図 る，地域住民 の ニ
ーズ に柔軟 に

対応す るな ど，本 学 の 講座 に 魅力 あ る特 色を持 た せ ，

広 い 地域か ら受講者 を集 める必要 が ある．そ の た め に

は ，多 くの 講座 を 開設する とい う量 の 問題だけで はな

く，大学と い う高等教育機 関に相応 しい 内容 で あるか，

地域社会 の ニ
ーズ に 的確に 応 える よ うな講座 で あ るか

な ど，質の 問題も問われ る．

　現在，本学 の 公開講座 は，研究委員会が兼務し，教

員の 専門分野や施設
・
設備 の 使用状況 に応 じて講座内

容や 日程を決めるな ど，公開講座 の た めの 組織や設備

が 未整備 で あ る，公 開講座 の 拡大 に 伴 い ，教職員の 業

務量 の増大や休 日出勤の 増加 などが懸念 され る．平成

14年度 の 「IT 講習会 ユ を含め た コ ン ピ ュ
ータ講座 の

た め の 休日出勤は延べ 47人 日で あ っ た．通常 の 出勤 日

の 作業時間 に つ い て は 把握 で きて い な い が ，か な りの

時間数 になると思われ る．夏期休暇 中あ る い は 休 日に

勤務 した 場合 は，休 日振替で の 対応 とな っ て い る が，

研究 ・授業 ・会議等 に よ り，振替休 日が 取れ ない 状況

も出て い る．実際 は，公 開講座 の 準備作業を，勤務時

間外 あ る い は 本務 とす る 研究や教育 の た め の 時間 を割

い て 行 っ て い るの が 実状 で あ る．こ の こ と か ら も，公

開講座 の 拡大 の た め に は 組織や制度の 整備 が 望まれ る．

　公開講座 を生涯学習事業 と して 拡大
・
発展を図 る た

め に は，受 講 者 と大学 と の 関 係 が，開 催期間中だ けの

一
過性 で 終わ る の で は な く，生涯 に わた っ て ，その 時 々

に 必要 とす る学習機会を 提供す る よ うな 永続的な関係

を築く必要があ る．そ うす る こ とに よっ て，受講者 を

固定客化す る こ と が で きる．そ の た め に も生涯学習セ

ン ター
ある い は 生涯学習委員会を 設置す る な どの 組織

や施設 の 整備が求 め られ る．また，地域住民 に 対する

総合的な教育サ
ー ビ ス の 提供 の た め に は ，稲沢市 など

地域の 生涯学習関連機関 との 連携 ・協力 も重要である，

講習風景 1

韆

編

蠡

臨
識灘

講習風 景 3

講習風景 2

講習風景 4

一 161 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


